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家歯化石の発見

～兵庫県東椿.丘陵～

1はじめに

象の臼歯の化石を発見したのは寒風が身にしみる19

73年2月下旬で筆者が大阪層灘の粘土鉱物の研究のた

め兵庫県明石市周辺の東播丘陵を調査していたときの

ことである.筆者はいっこうに見つからぬ露頭今に

も降り出しそうな空のためゆううつな気分に悩まされ

祖カミら沢を歩いていた.中位段丘から高位段丘面へ

小村良二

少し勾配の強い坂を登ると途中に新しく削りとった幅

数10m高さ約3mほどの崖がみえた.小走りに近寄

ってみたカミ目的とする粘土層はみられずチャｰト礫

と少し赤茶けた砂ばかりであった.カミっかりして露頭

を見ながら歩いて行くと砂の上に砂質粘土層があらわ

れその中に白く光る物が突き出ている.なんだろう

と思い随行の人に手伝ってもらい掘り出すとこれが

象の窟であった.筆者は一瞬驚樗ししだい

写真①8勿go3o刎"尾伽〃肋ぬ門歯

写真②明石累層の大沢粘土層(神戸市･長坂南西の池の南側の露頭)

に高まる興奮を押えることができなかった.

象窟化石は露頭に斜めにはさまれておりその

直下の崖下には珪化木のような門歯の破片の一

部も落ちてレペた(写真1).帰所後さっそく

京都大学の石岡ヨ志朗博士に連絡し化石の鑑定

をお願いした.亀井飾夫教授はアカジ象

(8惚｡ゐηα尾伽助郷{5)の左下顎臼歯で第2

か第3のものと考えられると述べられた.

まったくの偶然とはいえ露頭において象歯

化石を発見できたことは幸運であった.

2化眉産出地域の地形地質

(第1図第1表)

東播丘陵地帯は東西約20km南北約35km

標高約50～200mの丘陵で兵庫県瀬戸内側の

加古川市明石市三木市小野市加酉市

写真③象歯化石を発見した崖G人工物の花闇閃緑岩礫R禍

鉄鉱のラミナをはさむ粘土層X1臼歯がはさまれていた位

置X2門歯が落ちていた位置�
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策1図明石地域の地質図地質断面図X象街化石産出地点(市原ほか1960)
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1第1表

一東接丘陵各地城の層序

≡表(市原ほか1960)

■明石海岸地域の林崎粘

1土層屏風浦粘土層か

!らはスギヤマ象アカ

≡シ象の臼歯門歯柾ど

,㌧ギ丁�
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写真④象街化石

がはさまれていた農

神戸市垂水区加東郡杜町周辺に発達する.明石累層は鮮新･更新世の大阪層灘下部～最下部に対

丘陵地の地質は市原ほか(1958･1960)によれば基比され下いるカミ明石累層には大阪層群のもっとも重要

盤岩類をおおう未固結の砂･礫層粘土層で構成されるな鍵層であるアズキ火山灰層(Ma3)カミ欠如しており

明石累層とそれを不整合におおう段丘堆積層からなり大阪層灘との対比は若干の問題が残されている.

明石･三木市間の広大た台地状平坦面(明美堆積面)は今回採取した象樹化石は神戸市垂水区伊川谷町長坂

高位段丘堆積物から成り立っている.の南西の崖標高約75mの明石累層の砂質粘土層中から

発見した.この崖の200m北の

一S池の端の崖(標高約55m)には明

N』

籔｡o◎o明美礫層石累層の大沢粘土層が露出してお

弊(高位鮒堆積物)り象歯化石包含層より約30m下

11:≠1三砂質粘土層位になる.大沢粘土層の層厚は

川1､礫腐..“㌧砂層2m以上厚さ約30cmの白色細

川位舳献物)･∵､･粒火山灰層をはさむ.大沢粘土

艮､､･1I･1･1砂礫庸層の上にチャｰトの大礫中礫を

坂池1､､･ll:.含む黄褐色の厚さ約･･以上の砂

大沢粘土J禽.礫層カミのっている(写真2).

第2図化石産出地付近

の地質模式断面図
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化石を産出した崖は下位より

上位へ層厚約40cm以上の砂80

Cmの褐鉄鉱の沈殿したラミナを

はさむ粘土層その上に厚さ2m

の砂質粘土層がある(写真3).

象窟化石は砂質粘土層の下限より

120cm上位の植物片を含む粘土質

層から咬合面を手前に向けて産

出した.写真にみられるこの上

位の角礫層は昔の用水路工事の人

工物である･この崖は西方へ約

80m連続し西方の崖では上述の

砂層の直下に砂礫層カミ露出してい

る.この砂礫層は上述の大沢粘

土層の上にのる砂礫層と見かけ上

区別がつかない(写真4).この

第3図瀬戸内海の象化石産地(亀井｢日本に象派いたころ｣)�



〔宙臨県宙些稽魏〕(脚部)酬〃岬伽〃η仰伽ρ0励コ9⑧常食

〔笛臨

軍国生稽欝〕卑工奥∫葦∫刎∂〃岬η挑0ρ0肋珊⑨章竜

〔密賄畢宙皇

籍留〕卑殼∫2∫吻〃η仰〃0ρ0肋3②重金

〔曽臨畢宙､印稽翰〕(哩早覇)羅目瞭⊥専S亨醐a〃∫η仰伽ρ0肋祇⑨章重

電⑰⑪童白到出\

(卑巫)

騨粟⑭

繊.灘姜萎･,

睡鱗嚢刊

襲』徽I

鱗嚢｡

曲灘

嚢.蝋榊㈱､饗市灘

､議'宰灘嚢

..一,甜議

議

綴

一∠8一�



一28一

地

層地層動物化石

震火阪市樹舳元町σ)層準

さ4TN

深層ボｰリングOU-1

��

10U,舳

∵}

300八町池火山灰

�　

アズキ火山灰

山田火山灰

500ピンク火山灰

｡｡｡イエロ』火山灰

�　

脚{〕

M齪10

M記9

';∴↑

��

��

�㌱�

�㈪�

M･1一一一一一一一一十*

㎞0T1111

スアシ簸ワ

ギガ

ヤガ洋

マシ

織鰻激銀二

気候変化

寒帖暖

�　

第4図大阪層群と動物･気候変化(亀井｢日本に象がいたころ｣)

付近の露出は良好とはいえないが大沢粘土層と象酋化

区分

石包含層直下の砂層(厚さ1～2m)の間には約20m

の厚さの砂礫層がはさまれていると考えられる(第2図).

3象歯比肩とアカジ象について

象の窟は亀井節夫教授によれば｢アカジ象(8雌060η

α尾伽ん伽ぬ)の左下顎第2または第3臼歯と考えられる

がなお詳細な検討を要するであろう｣と述べられた.

ちなみに述べるとこの象歯化石は全長1台･m幅7.5cm

高さ8.5cmで稜板5つからなる.いずれもよく咬耗

しており歯冠部の高さは約2.6cmである.前と後

の稜板は破損しているがその間3つの稜板は前からそ

れぞれ幅7.3cm6.7cm5.9cmであり前後の厚さは

それぞれ1.9cm1.8cm1.6cmである.エナメノレ層

の厚さは6～7mmで写真5にみられるように細かく

福曲している(写真5～8).

アカジ象は現在まで明石海岸の明石累層や兵庫県津名

郡(淡路島)の淡路累層三重県員弁郡の奄芸層灘およ

び明石市西部の播磨灘海底から臼歯門歯などが採取さ

れている.アカジ象と同年代か少し古い年代に生息し

たスギャマ象(8砲0ゐη舳め舳α{)は亀井教授によ

ればアカジ象と大差はないとされている.明石海

岸の明石累層大阪府吹田市および奈良県北葛城郡の大

阪層灘明石市西部の播磨灘海底などから発見されてい

る(第3図).

明石海岸で以前採取されたアカジ象は明石累層の扉

現
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第5図

エレファスの復元(亀井｢日本に象がい

たころ｣)�
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風浦粘土層から産出した.扇風浦粘土層にはさまれる

火山灰層は大阪層群のイエロｰ火山灰層に対比されて

おりその絶体年代は約120万年前で古生物学的資料

と比較するとアカジ象の生存年代はおよそ100～200万

年前の間と推定されている(Is亘IDムet･a1.1969)(錦4

図).

今回採取したアカジ象の臼歯化石は大沢粘土層より

約25～30m上位の地層から産出したものであり大沢粘

土層にはさまれる火山灰層がイエロｰ火山灰層とすれば

大阪層灘から発見されたアカジ象のもっとも上位のもの

である可能性がある.今後この地域の地質をさらに

研究しアカジ家産出の年代を詳しく調べたい.

アカジ象はステゴドン科に属し｢体高1.2ないし1.5m

ぐらいの小型のものであったらしい.'まっすぐでやや

そりをみせた長く(1.5mぐらい)大きい牙をもって

いたり幅がせまく歯冠も高い臼歯をもつなどエレ

ファスのなかまに似でがたり特殊化したステゴドン下あ

って家としては一生酋性のエレファス段階のものであ

る.おそらくメタセコイヤと同じように第三紀以

来日本にすみついていた暖帯系の象ステゴドンの生き

のこりであってメタセコイヤのような暖帯系の植物カミ

目本から姿を消すとともに日本ではほろんでいった｣

(亀井｢日本に象がいたころ｣より)

ステゴドンは中新世から洪積世に東南アジア中国

日本およびアフリカにかけてのみ分布していた.マス

トドンとエレファスの中間型の特徴ある臼歯をもってい

る(第5図).

4おわりに

大阪層灘の古生物研究は日本の第四紀の地史解明に

重要匁貢献をしている.大阪･枚方市内で46年3月に

東洋象(3雌030刀0肋伽伽)の臼歯頭骨が発見され

た時その後の発掘に一般の人たちの参加カミあった.

姐年6月の北海道十勝におけるナウマン象(亙Zψα3伽･

㈱α〃)発掘や長野県野尻湖底発掘調査にも小中学生

はもとより一般の人たちの参加が目立ち古生物とくに

象化石に強い関心が寄せられるようになった.こうし

たことは単なる化石の発見発掘以上に古生物学研究への

意義があると思う.この拙文カミそのような啓蒙の一端

をに狂完れば幸いである.､

匁お化石の鑑定･計測現地検分ならびに本稿執筆

にあた一･/てど指導ご教示をしていただいた京都大学理

学部地質学鉱物学教室の石岡志朗博士にお礼申し上げま

す.亀井節夫教授ならびに樽野博幸氏には化石の鑑定

をしていただきまた種女お教えいただいた.大阪出

張所宮村学所長には化石発見以来終始お世話になった.

ここに厚く感謝いたします.

(錐者は大阪出張所)
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